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1．はじめに

JFE スチールは、「安全はすべてに優先する」

という基本理念を第一線の作業者まで浸透さ

せ、社員一人一人が「全ての災害は必ず防ぐ

ことができる」という信念のもと、自立的に

安全健康活動を実践する安全文化を構築する

ことを目的に種々の取り組みを行っている。

労働災害の未然防止には、「これだけをや

れば災害がなくなる」といった特効薬的な取

り組みはない。機械安全化、労働安全衛生リ

スクの低減、安全に強い人・組織づくりなど

様々な取り組みを継続して実施できる労働安

全衛生マネジメントシステム（Occupational 

Health and Safety Management Systems：

OHSMS）を整え、組織の状況を把握し、活

動 を 計 画 し、 実 施 状 況 を フ ォ ロ ー し、

OHSMS を改善していくことが重要である。

本報では、JFE スチールにおける安全教育

を中心とした、安全文化醸成のための取り組

み事例を紹介する。

2．製鉄所の特徴

鉄鋼生産設備の特徴は、以下の3点である。

① 設備や材料の持つ機械的、電気的、熱的エ

ネルギーが強大であり、重篤な災害になる

可能性が極めて高いこと。

② 一酸化炭素含有ガス発生源の存在や高温材

料による暑熱環境、酸素欠乏症等急性疾病

の可能性の高い作業環境があること。

③ 非定常作業時の発生においては、「止める」

ことができない作業が存在すること。

このような現場で労働災害が発生すると、

重篤な災害になる可能性が高い。また、製鉄

所には、元方事業者の社員と協力会社の社員

を含め、約1万人が働いている。その人たち

の安全と健康を守るため、総合安全衛生管理

体制1）のもと、直協※1一体で安全健康活動を

推進している。

3． 鉄鋼業における現場での
環境変化と課題 2）

鉄鋼業は、図1に示すように世代交代が進

む中で、ベテラン層（51歳以上）の比率は

減少傾向を辿り、若年層（30歳以下）の比

率は、2012年にベテラン層を上回り、以降

も上昇しており、経験年数の浅い従業員構成

へのシフトが見られる。

鉄鋼業では、経験の浅い従業員の増加とと

もに、様々な課題が顕在化しており、現場対

─ 鉄鋼 ─

JFE スチール株式会社　安全健康部　副部長

山岸　新一 �Shinichi Yamagishi

※１
直協
直営社員と協力会社社員。

図 1　鉄鋼業界の従業員年齢構成比の推移�2）
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応力の低下が原因の労働災害が増加してい

る。このような現状を改善するため、鉄鋼業

として、安全感性・危険予知能力低下に対応

する取り組みを行っているので紹介する。

4． 労働災害未然防止の取り
組み

労働災害未然防止対策として、安全に強い

人づくりのための教育教材の充実に取り組ん

できた。以下に過去に発生した死亡災害の教

訓を後世に伝えて風化させないために作成し

た教材と、危険体感設備について説明する。

（1）重大災害教訓集
ポイントは、災害発生時の状況や対策を要

点のみ簡潔に記載して、一目見てわかりやす

いようにまとめていることである。また、冒

頭に社長の基本理念と経営者からの安全メッ

セージを掲載し、災害を絶対に発生させない

という強い思いを伝えている。

（2）重大災害の現場再現CG
重大災害現場再現 CG は、発生現場の状況

を CG で忠実に再現し、当時交わされた会話

を聞きながら視聴するため、現場の状況を正

確に伝えることができる。また、災害の原因

対策についても解説しており教育効果が期待

できる。

（3）重大災害の教訓実写ドラマ
代々語り継がれている「一万人分のひとり」

というエピソードがある。これについても、

これまで災害報告書で語り継がれてきたが、

この内容を実写ドラマ化することにより、よ

り、臨場感のある教育教材となった。安全に

対する思いを後世に伝えるための大変貴重な

教材になっている。

（4）危険体感設備の充実
安全教育の一環として危険体感設備を利用

した教育を長く続けてきたが、体感設備の陳

腐化、教育環境の劣化等が進み、効果的な教

育が困難になってきた。そこで、最新の安全

教育教材を採用するとともに、安全文化を醸

成するためのコンテンツを充実させた教育施

設を設置した。

リニューアルに当たり、これまでのような

単に体感するだけではなく、「考えさせる」こ

とを意識した構成とし、さらに VR も導入した。

5．安全文化醸成

2013年に外部の安全コンサルタントを受

け、安全文化再構築に向け活動している。災

害ゼロを継続する高いレベルの安全文化を維

持できる職場を作るためには、安全文化の基

礎となるトップの姿勢と、全員参加の意識付

け、機械本質安全化、教育訓練を軸とした

OHSMS を着実にスパイラルアップしていく

ことが重要であると考えている。

6．まとめ

自主自立の精神に立脚した安全文化の醸成

は、一朝一夕に進むものではないが、OHSMS

を確実に運用し、改善し、労働災害のない安

全・健康で快適な職場つくりを進めていく所

存である。
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